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   日本古代・中世の漢字表記文献の機械可読化とその利用における諸問題
          r白氏文集」r和漢朗詠集」r古事記」等を例として
                                當 山 日出夫
 日本の古代・中世の文献・史料等については，そのかなりの部分が漢字を使って，いわゆる
漢文で表記されたものである．これらの文献は，文学・歴史・言語等の研究の諸分野に共通し
て利用されるものが多い．また同時に，これらの文献・史料は，東アジア漢字文化圏における
漢字表記文献という立場からも考察される必要がある．現在，各所で，これらの文献の機械可
読化（コンピュータによるデータベース化）が進行しているが，将来における学際的たデータ
の共同利用という展望が必要な時期にさしかかっていると思われる．
 1．パーソナル・コンピュータをもちいて「和漢朗詠集」「千載佳句」「新撰朗詠集」（日本・
平安時代に作られた，漢詩の秀句集）の漢字一字索引をすでに刊行した（いずれも勉誠杜刊）．
個人で利用するパーソナル・コンピュータで処理し，パソコン用レーザープリンタで印字した
ものを版下に利用して刊行した．これは，漢文の文献の漢字索引を作成することは，現実的に
十分可能であることを立証したものである．
 2．「白氏文集」（中国・唐の白楽天の作品集）の漢字一字索引も計画を進行中であるが，こ
れもパーソナル・コンピュータによって処理することは可能である．日本に残る古い写本の系
統のテキストと，現在流布している版本の系統のテキストと，複数の本文による検索を可能と
する予定．
 3．漢文表記の文献の機械可読化は，データ入力よりも，校正や校異の付加が重要た問題で
ある．単純に書物の本文を入力すればよいというものではたい．漢字の字俸の統一的処理や本
文の区切りだと，個別の文献ごとの事情をふまえて，厳密に対処したければたらたい．特に字
体の処理と校異はきわめて高度な判断が要求される．
 4．機械可読化されたテキストは，その文献の専門家よりも，むしろ，周辺の文献を対象と
している研究者にとって便利た性格をもっている．
 5．特に漢文で表記される日本古代の諸文献「古事記」「日本書紀」「続日本紀」「万葉集」「風
土記」などは，文学・歴史・言語等の研究の諸分野で共通に利用するものであり，これらの文
献の機械可読テキストは，学際的に供給され，利用されることが望ましい．現在，そのほとん
